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基
い
は
東
叡
山
初
代
学
頭

亮
運
に
!

大
僧
正
島
津

霊
前
石
打
寵

移
築
慶
蛍
法
婁

平
成
二
十
一
年
十
一
月
四
日

天
海
大
僧
正
と
共
に

徳
川
家
康
･
家
光
公
の
講
師

第
十
八
世
　
行
元
寺
亮
達

テ
レ
ビ
等
の
ド
ラ
マ
に
も
登
場
す

る
大
海
は
､
家
康
の
黒
衣
の
宰
相
､

ま
た
ブ
レ
ー
ン
と
も
呼
ば
れ
､
南
光

坊
天
海
の
名
を
も
っ
て
広
-
知
ら
れ
､

_

ふ

､

慈
眼
大
師
の
誌
名
を
も
つ
〉
･
一

(
次
ペ
ー
ジ
へ
)
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一東陽寺蔵一､㌦-`r

家康､亮運の-'問答に満足し

銀10枚､被物2領など賜わる｡
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弁
論
博
学
の
第
一
人
者

成
東
光
明
寺
で
出
家
住
職

こ
の
天
海
と
共
に
家
康
の
講
師

を
務
め
た
の
が
､
行
元
寺
第
十
人

世
亮
運
で
'
行
元
寺
に
在
職
し
た

.

.
1
.
4
･
T
.
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～
.
∴

頃
の
名
は
｢
定
賢
｣
､
の
ち
｢
巌
海
｣

｢
亮
運
｣
と
改
名
し
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
亮
運
は
､
総
州
は
武

射
郡
富
田
村
　
(
限
千
葉
県
山
武
市

富
田
)
　
に
､
永
禄
元
年
　
二
五
五

八
)
　
四
月
八
日
に
生
ま
れ
た
｡
九

歳
で
富
田
光
明
寺
の
賢
栄
に
つ
き
､

.
L
[
T
!
[

十
五
歳
で
薙
髪
し
て
定
賢
と
名
づ

け
ら
れ
た
｡
学
問
に
秀
で
弁
論
博

学
で
知
ら
れ
た
｡
上
州
江
戸
崎
の

天
龍
和
尚
と
問
答
対
決
し
て
認
め

ら
れ
た
の
が
十
九
歳
の
と
き
で
'

こ
れ
よ
り
の
ち
は
弁
博
の
第
一
人

者
と
し
て
名
を
な
し
た
｡
文
禄
三

年
　
二
五
九
四
)
　
光
明
寺
住
職
の

座
に
つ
い
た
｡

･
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慶
長
九
年
二
六
〇
四
)

行
元
寺
へ
晋
山
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そ
れ
か
ら
数
年
た
っ
た
慶
長
四

年
ご
ろ
と
も
な
る
と
'
日
蓮
宗
徒

と
天
台
宗
徒
と
の
対
決
が
激
し
-

な
っ
て
､
互
い
に
く
す
ぶ
り
続
け

て
い
た
｡
こ
ん
な
事
情
か
ら
亮
運

が
行
元
寺
十
八
世
住
職
に
抜
擢
さ

れ
た
の
で
あ
る
｡
天
台
教
学
に
通

じ
博
学
多
才
､
し
か
も
弁
舌
に
す

ぐ
れ
て
い
る
点
か
ら
で
あ
っ
た
o

と
き
に
関
ケ
原
の
戟
の
数
年
後
の

慶
長
九
年
　
(
一
六
〇
四
)
　
六
月
で

あ
る
｡

し
ん
で
い
た
o
大
多
喜
城
主
本
多
　
録
)
　
と
あ
っ
て
､
農
民
の
喜
び
は

忠
朝
の
命
で
､
亮
運
が
祈
雨
法
つ
　
　
大
き
-
 
､
城
主
本
多
忠
朝
は
亮
運

ま
り
雨
乞
い
を
修
し
た
と
こ
ろ
　
　
を
信
頼
し
て
帰
依
深
-
 
､
忠
朝
は

『
雨
滴
然
と
降
る
』
　
(
乗
叡
山
請
託
　
亮
運
を
師
と
仰
ぐ
o

本
多
思
朝
亮
達
に
帰
依

温
情
で
ド
ン
･
ロ
ド
リ
ゴ
一
行
助
け
る

亮
運
が
行
元
寺

住
職
に
つ
い
た
こ

と
で
､
夷
隅
川
以

北
の
天
台
宗
の

寺
々
の
多
く
は
改

宗
を
免
れ
､
法
灯

を
堅
持
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
o
赴
任

し
た
そ
の
六
月
は
､

荻
原
地
方
の
農
家

は
早
天
の
た
め
苦

さ
て
､
亮
運
が
行
元
寺
住
職
と

な
っ
て
五
年
の
慶
長
十
四
年
　
二

六
〇
九
)
　
九
月
三
日
の
こ
と
'
フ

ィ
リ
ピ
ン
諸
島
臨
時
長
官
の
任
を

終
え
た
ド
ン
･
ロ
ド
リ
ゴ
一
行
が
'

ノ
ビ
ス
パ
ニ
ヤ
　
(
メ
キ
シ
コ
)
　
へ

向
か
う
途
中
に
上
総
岩
和
田
　
(
御

宿
町
)
　
沖
で
暴
風
の
た
め
遭
維
し

た
｡
自
力
と
海
女
の
救
助
で
三
百

十
七
名
が
助
か
り
､
大
多
喜
城
に

知
ら
さ
れ
､
こ
れ
を
聞
い
た
城
主

本
多
忠
朝
は
　
｢
厚
-
優
遇
せ
よ
｣

と
温
情
あ
る
命
を
発
し
た
｡

三
十
七
日
間
'
岩
和
田
で
過
ご

し
た
7
行
は
大
多
喜
城
に
招
か
れ

歓
待
さ
れ
た
｡
ド
ン
･
ロ
ド
リ
ゴ

は
　
｢
日
本
見
聞
録
｣
　
を
書
い
て
､

城
の
よ
う
す
や
大
多
喜
城
下
の
人

目
ま
で
記
し
た
o
一
万
な
い
し
一

万
二
千
と
あ
る
｡
当
時
､
房
総
き

っ
て
の
人
口
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
〇
一
行
は
江
戸
で
秀
忠
に
､

駿
府
で
家
康
の
接
待
を
受
け
､
家

康
か
ら
京
都
見
物
ま
で
の
サ
ー
ビ

ス
で
豊
後
臼
杵
か
ら
帰
国
し
た
o

ド
ン
･
ロ
ド
リ
ゴ
が
ノ
ビ
ス
パ

ニ
ヤ
の
首
都
メ
ヒ
コ
市
の
近
-
に

あ
る
タ
ス
コ
銀
山
の
長
官
で
あ
っ

た
と
知
っ
た
家
康
は
､
新
し
い
精

錬
法
を
き
く
た
め
に
､
再
度
駿
府

に
招
い
て
半
年
に
わ
た
っ
て
サ
ー

ビ
ス
に
つ
と
め
た
｡
こ
の
結
果
､

ア
マ
ル
ガ
ム
法
を
知
っ
た
の
で
あ

る
｡
ド
ン
･
ロ
ド
リ
ゴ
は
京
や
堺

の
商
人
等
と
翌
十
五
年
､
ア
ダ
ム

ス
　
(
三
浦
按
針
)
　
が
造
っ
て
あ
っ

た
､
サ
ン
タ
･
ペ
ナ
ン
ス
号
で
無

事
ノ
ビ
ス
パ
ニ
ヤ
に
帰
っ
た
o
　
こ

れ
が
日
本
人
最
初
の
太
平
洋
横
断

で
あ
っ
た
｡
ロ
ド
リ
ゴ
の
技
術
指

導
で
徳
川
政
権
は
豊
か
に
な
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡

亮
運
､
ま
た
天
海
と
亮
運
と
問
答

を
行
っ
て
家
康
を
満
足
さ
せ
た
｡

あ
と
二
十
三
日
と
二
十
八
日
に
も

行
な
い
､
家
康
は
亮
運
に
酒
食
と

銀
十
枚
さ
ら
に
被
物
二
領
を
お
-

っ
た
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
　
｢
関
東
天

十

一

㍉

.

)

一

台
宗
汝
度
｣
が
成
立
し
て
､
関
東

天
台
の
権
力
が
重
ん
じ
ら
れ
､
全

権
が
関
東
万
に
吸
収
さ
れ
た
と
み

て
よ
い
｡

こ
の
年
､
つ
ま
り
慶
長
十
八
年

十
月
二
十
九
日
､
天
海
は
川
越
喜

多
院
で
論
議
を
行
な
い
'
家
康
が

聴
聞
し
そ
の
と
き
の
講
師
を
亮
運

が
つ
と
め
た
｡
翌
十
九
年
に
は
家

康
の
も
と
で
'
天
海
と
亮
運
は
毎

月
'
数
日
に
わ
た
っ
て
講
師
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
こ
で
家
康
は
天
台

血
脈
を
受
け
た
の
で
あ
る
｡
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行
元
寺
の
唄
と

踊
り
で
家
康
歓
待

亮
運
､
駿
府
城
で
問
答

｢
関
東
天
台
法
度
｣
成
立

行
元
寺
亮
運
は
大
海
大
僧
正
と

共
に
家
康
の
も
と
に
足
を
運
ぶ
o

行
き
先
は
駿
府
城
で
､
公
的
記
録

に
よ
る
と
慶
長
十
八
年
二
月
十
八

日
の
記
録
が
一
番
古
い
o
　
駿
府
城

で
比
叡
山
正
覚
院
豪
海
と
行
元
寺

こ
の
慶
長
十
九
年
二
六
一
四
)

正
月
'
家
康
は
上
総
東
金
に
鷹
狩

に
や
っ
て
-
る
｡
東
金
間
の
御
成

街
道
が
三
日
三
晩
で
で
き
た
の
で

あ
っ
た
が
'
大
多
喜
城
主
の
本
多

忠
朝
は
悩
ん
だ
｡
日
ご
ろ
か
ら
家

I

J
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康
に
　
｢
父
忠
勝
に
似
ぬ
臆
せ
し
｣

の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て
い
た
か

ら
だ
っ
た
o
　
そ
こ
で
行
元
寺
亮
運

に
同
行
を
頼
み
､
荻
原
相
の
村
人

二
･
T
ー
‥
ル

は
家
康
の
乗
馬
の
藁
株
を
進
上
､
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家康拝領の挟箱

城
主
は
大
多
喜
名
物
の
紫
鯉
を
贈

り
､
更
に
村
人
は
行
元
寺
の
唄
と

踊
り
で
歓
待
し
た
｡
家
康
は
こ
れ

に
よ
っ
て
満
足
､
荻
原
の
村
人
に

鷹
揚
免
除
の
黒
印
と
､
鳥
銃
十
挺

を
く
れ
た
と
い
う

家
康
の
父
子
比
較

忠
朝
夏
の
陣
で
討
死

そ
の
十
一
月
に
大
坂
冬
の
陣
が

起
こ
っ
た
際
､
陣
地
が
雨
に
濡
れ

て
条
件
が
悪
-
 
'
部
下
の
難
儀
を

思
っ
て
家
康
に
陣
地
の
変
更
を
願

っ
た
b

家
康
は
怒
り
　
｢
汝
が
父
は
山
を

も
川
を
も
嫌
っ
た
こ
と
な
し
｣
と

叱
り
飛
ば
し
た
ぺ
〝
)
無
念
に
思
っ
た

本
多
忠
朗
は
､
あ
-
る
大
坂
夏
の

陣
で
名
誉
挽
回
､
愛
馬
｢
百
里
｣

に
ま
た
が
っ
て
敵
陣
深
く
進
ん
で

首
級
を
あ
げ
討
死
､
荻
原
の
土
橋

加
兵
衛
､
引
田
の
土
屋
太
郎
八
､

人
野
の
藤
平
次
右
衛
門
な
ど
が
忠

剛
に
従
っ
て
奮
戦
活
躍
討
死
し
た
む

忠
靭
は
じ
め
そ
れ
に
従
っ
た
武

将
た
ち
の
墓
は
､
大
阪
了
心
寺
に

あ
っ
て
､
今
も
香
煙
が
絶
え
な
い
｡

そ
の
翌
年
に
家
康
は
他
界
し
た
｡

こ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
亮
運
は

十
三
年
に
わ
た
る
行
元
寺
住
職
を

辞
し
て
､
元
利
一
二
年
二
六
一
L
)

卜
川
行
方
の
西
蓮
寺
へ
､
つ
い
で

下
野
の
佐
野
惣
宗
寺
､
同
六
年
上

川
黒
子
の
千
妙
寺
に
移
っ
た
q
　
定

賢
､
豪
海
､
そ
し
て
亮
運
と
名
が

替
わ
る
の
だ
が
､
千
妙
寺
歴
代
の

｢
亮
｣
の
字
を
と
っ
た
由
縁
に
よ
る
｡

行
元
苛
日
誌
抄
(
2
 
1
年
～
)

4

　

,

.

●

　

｢

り

り

一

･リー
t
 
J
I
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関
東
各
地
に
檀
林
な
ど
を
設
け
た
′
〉

各
槙
林
等
有
機
的
に
結
ん
だ
こ
と

で
､
多
く
の
俊
英
が
集
ま
っ
て
大

台
教
学
は
伸
展
､

が
盛
ん
と
な
る
｡

江
戸
と
の
交
流

亮
達
ゆ
か
り
の
行
元
寺
に

上
野
寛
永
寺

凌

　

雲

　

院

霊
帝
石
燈
寵
寄
進

天
海
大
僧
正
寛
永
寺
を
創
建

亮
運

一
万
､
大
海
は
､
二
代
秀
忠
か

ら
卜
野
台
地
の
一
部
を
拝
領
し
､

三
代
家
光
は
上
野
忍
ケ
岡
の
地
と

秀
忠
の
旧
殿
､
そ
の
う
え
白
銀
五

万
両
を
天
海
に
与
え
､
江
口
城
鬼

初
代
学
頭
職
に

門
除
け
と
し
て
東
叡
山
克
永
寺
を

創
建
し
た
1
》
　
し
た
が
っ
て
天
海
は

網
山
王
と
な
り
､
東
叡
山
学
寮
を

】

ー

J

T

.

設
け
た
こ
と
で
亮
運
は
凌
雲
院
を

開
基
し
て
､
初
代
学
頭
と
な
っ
て
､

塩
永
二
十
年
　
(
二
ハ
四
三
)
　
大

海
は
.
〇
八
歳
で
他
界
し
､
あ
と

亮
運
が
家
光
の
師
と
な
る
I
-
C
　
大
海

は
関
東
天
台
の
生
み
の
親
と
き
れ
'

.
方
亮
運
は
そ
の
育
て
の
親
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
｡
こ
う
し
て
多
く

の
業
績
を
お
さ
め
た
亮
運
も
､
慶

安
元
年
　
二
六
E
:
八
)
　
十
一
月
何

日
九
卜
.
歳
で
入
寂
し
た
0
.
あ
と

亮
運
の
任
し
た
寛
永
寺
凌
雲
院
は
､

歴
代
学
頭
職
の
屈
所
と
な
っ
て
､

将
軍
は
代
々
凌
雲
院
に
帰
依
し
た
r

現
在
､
上
野
公
園
界
隈
が
学
問

や
芸
術
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
る

が
､
そ
の
基
い
は
房
総
出
身
で
行

元
寺
住
職
を
務
め
た
亮
運
に
あ
る

と
言
っ
て
よ
い
｡
凌
雲
院
跡
地
は

今
'
国
立
西
洋
美
術
館
や
東
京
文

化
会
館
に
な
っ
て
い
る
い
　
そ
こ
に

あ
っ
た
亮
運
の
墓
前
に
､
弟
子
た

ち
が
建
立
し
た
石
燈
篭
が
､
ゆ
か

り
の
行
元
寺
に
東
京
の
舘
克
亮
師

か
ら
贈
ら
れ
た
　
こ
れ
に
は
　
｢
当

山
初
代
学
頭
　
権
僧
正
亮
運
法
印
｣

と
刻
ま
れ
､
裏
面
に
　
｢
慶
安
元
年

霜
月
川
口
｣
　
と
あ
る
…
奇
し
-
も

亮
運
が
亡
く
な
っ
て
､
三
百
六
巨

∵
隼
に
当
る
'

∵　51<:
_

･

ヽ

　

~

-

L
 
t

ち
ば
D
C
フ
ナ
ナ
-
レ
で
J

R
仙
台
駅
長
ら
一
.
十
余
名
東
寺

新
旧
総
代
会
　
会
長
渡
辺
義

夫
氏
　
副
川
中
囲
男
氏
　
会
計

に
古
山
忠
.
i
i
G
氏
新
役
:
H
に
決
定

正
卜
嵐
県
警
本
部
長
外
5
名

来
寺国

土
交
通
省
局
長
外
来
寺

l
R
東
日
本
文
化
財
川
､
山

門
支
接
金
二
打
万
円
贈
呈
式

御
詠
歌
東
日
本
大
会
　
(
栃
木
)

渡
辺
久
子
､
秋
葉
敏
子
､
好
土

弘
子
氏
ら
参
加

大
多
喜
町
弓
木
　
森
寿
.
氏

九
十
余
冊
　
図
書
を
贈
ら
れ
る

彫
刻
研
究
会
　
上
野
寛
永
寺

で
歴
代
将
軍
墓
参

古
山
忠
.
i
i
;
氏
外
､
西
北
寺
太

目
芳
輝
氏
､
太
目
功
氏
ら
二
名
'

比
叡
山
口
津
説
法
聴
聞

卜
原
西
光
寺
焔
魔
堂
地
鎮
式

東
京
苦
養
寺
舘
克
亮
師

｢
亮
運
石
灯
龍
｣
を
当
寺
へ
寄

I
-
一
一
二
一
一
一
1

ヽ

I

I

t

■

l

一

ヽ

l

■

′

出
火
;
敏
政
氏
夫
妻
来
寺
､
山

行
鉄
一
画
伯
の
牡
丹
伸
i
を
寄
贈

成
東
光
明
寺
か
ら
亮
運
肖
像

両
､
大
海
門
像
画
借
川
､
東
陽

寺
か
ら
亮
運
関
係
長
持
､
挟
箱

借
用
､
本
堂
内
陣
に
ま
つ
る
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高所に掲げるので細かくは見えなくなる

北斎港南､
挿絵など紹介

一佐倉城下の柳屋店頭図一

高弟､辰斎の肉筆画も

狂歌は六樹園

宿屋飯盛の作
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｢文化財修復保護基金｣ (1名300円)にご協力願います｡

出
田
彫
刻
の
極
彩
色
復
元

裏
側
､
中
通
り
近
く
完
成

(
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
)
　
や
孔
雀
石
､
水

銀
か
ら
の
朱
､
丹
土
な
ど
用
い
て

桃
山
文
化
と
元
禄
文
化
の
中
間
に

あ
る
奇
麗
美
を
誇
る
寛
永
の
輝
き

に
返
す
｡
l
R
東
日
本
文
化
財
団

が
十
九
年
か
ら
二
十
｣
年
度
ま
で

四
百
万
円
の
支
援
､
さ
ら
に
井
上

ツ
ヤ
氏
の
百
五
十
万
円
の
特
別
志

綱
､
ほ
か
に
鶴
岡
は
な
子
氏
は
じ

め
檀
徒
の
多
額
の
特
別
浄
財
､
県

下
ほ
か
他
県
か
ら
の
多
く
の
万
の

浄
財
志
納
､
拝
観
料
､
布
施
等
す

べ
て
を
投
じ
て
の
復
元
中
で
あ
る
･
 
A

埼
玉
県
立
高
校
p
T
A
連

北
部
支
部
百
五
十
余
名

行
元
寺
で
研
修

埼
玉
県
立
高
等
学
校
p
T
A
協

議
会
北
部
支
部
百
五
十
余
名
が
､

十
月
卜
八
日
(
‖
)
行
元
寺
本
堂
で

市
原
住
職
の
講
演
｢
感
動
が
人
生

を
高
め
る
｣
を
開
い
て
彫
刻
な
ど

拝
観
､
研
修
に
務
め
た
｡
写
真
卜

‡
八
ん
ば
)
　
の
作
品
｢
忠
孝
潮
来
府

志
｣
　
へ
仝
六
巻
)
　
は
北
斎
の
挿
絵
で

稀
本
と
き
れ
る
｡
缶
徳
･
大
和

●

一

仕
･
小
金
原
･
船
橋
･
成
円
･
検

見
川
･
馬
加
里
　
〓
幕
張
)
　
-
｢

井
･
東
金
･
保
H
･
加
知
山
･
鎌

ヶ
谷
･
桧
.
1
･
我
孫
子
な
ど
の
地

名
が
出
て
い
て
､
房
総
を
舞
台
に

し
た
小
説
と
し
て
｢
里
見
八
犬
伝
｣

に
敵
す
る
と
さ
れ
て
い
る
L
　
ほ
か

に
北
斎
漫
画
も
必
見
の
要
が
あ
る
"

長
野
か
ら
バ
ス
致
十
台

去
る
ヒ
月
か
ら
卜
　
月
末
日
に

1

か
け
､
長
野
県
東
信
地
域
か
ら
年

金
受
給
者
団
体
研
修
で
来
寺
し
て

い
る

経
漠
と
貧
困
彫
刻
ほ
か

行
元
寺
山
門
の
彫
刻
を
極
彩
色

の
寛
永
文
化
に
復
元
す
る
漆
工
事

は
二
卜
年
泰
か
ら
す
す
め
ら
れ
､

二
十
年
八
月
に
前
面
が
完
工
し
た
■

つ
づ
い
て
裏
側
お
よ
び
山
門
中
通

り
の
彫
刻
お
よ
び
柱
や
壁
面
な
ど

丹
色
に
戻
す
復
元
工
事
中
で
､
近

く
完
了
す
る
予
定
｡
顔
料
は
瑠
璃

当
山
の
波
の
伊
八
の
　
｢
波
に
宝

珠
｣
彫
刻
が
葛
飾
北
斎
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
し
て
､
伊
八
彫

刻
を
拝
観
に
訪
れ
る
人
々
で
連
日

賑
わ
っ
て
い
る
r
h

浮
世
絵
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ

る
仁
科
叉
亮
氏
の
支
援
を
得
て
'

い
ま
北
斎
高
弟
の
辰
斎
　
(
し
ん
さ

い
)
　
の
肉
筆
画
を
紹
介
し
て
い
る
e
l

辰
斎
は
名
を
政
之
と
い
い
､
寛
政

か
ら
文
化
に
か
け
て
活
躍
し
た
｡

北
斎
と
六
樹
園
を
吉
原
へ
迎
え
に

行
っ
た
と
き
の
座
画
㍉
｡
印
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
北
斎
の
印
を

捺
し
て
あ
る
‥
辰
斎
の
作
は
北
斎

の
美
人
画
そ
っ
-
り
と
言
わ
れ
る
｡

六
樹
園
は
狂
歌
師
と
し
て
知
ら
れ
'

宿
屋
飯
盛
の
名
で
北
斎
と
親
交
が

あ
っ
た
こ
　
ま
た
　
｢
飛
騨
匠
物
語
｣

を
北
斎
の
挿
絵
で
出
版
し
て
い
る
｡

更
に
紹
介
し
て
あ
る
の
は
､
房

総
を
舞
台
に
し
た
談
州
楼
鷲
馬

佐
倉
城
下
柳
屋
店
頭
図
北
斎

紹
介
期
問

○
天
海
･
亮
運
･
北
斎
関
係

1
2
月
1
5
日
ま
で

○
山
門
彫
刻

日
月
上
旬
ま
で


